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“Amatuchi Kousaku” was organized by three artists, Makoto Murakami, Wataru Murakami, Yuji Yamamoto to
reside in the suburbs of Hamamatsu. This is the report of the exhibition, which told the end of the activities of
“Amatuchi Kousaku” with looking back on their activities, which lasted for 12 years by audiovisual documents.
The number of visitors is about 300. There was a visitor from Nagoya and Kyoto as well. A scale was reduced
after the exhibition was over, and it traveled to Seian University of Art and Design (Otsu City, Shiga) from July
11 through 26.
会　期








　A 4 判チラシ（両面） 1 枚
関連記事
　静岡新聞　2 月17日、3 月28日






















































































































































62   SHIZUOKA  UNIVERSITY  OF  ART  AND  CULTURE  BULLETIN  VOL. 4  2003



































































































































































































64   SHIZUOKA  UNIVERSITY  OF  ART  AND  CULTURE  BULLETIN  VOL. 4  2003




























































































































1988年 5 月から1989年 3 月まで、各々
の私有地で行われたプロジェクト 1 。1991




ジェクト 3 。1997年 6 月から 8 月まで、
フィンランドの湖畔で行われたプロジェクト
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いという否定的な評価もある。「天地耕作」の
作品を論じ切るには、どのような知の枠組み
が必要か、いま一度検討すべきかもしれない。
6.
　伝来の土地を人知れず耕作しつづける彼ら
の行為は、美術作品の制作というより、農作
業そのものであり、当然そこには、死と生の
時間が充溢している。彼らが用いる木、石、土
などの素材からしてそうだ。それらは、自然
の途方もないふたつの力ー破壊力と蘇生力ー
の産物なのである。村上兄弟は「産土（うぶ
すな）」、山本は「墳墓」という、表裏一体の
連作をつくり続けているが、そこでもまた、生
と死は、隔てられることなく往来している。村
上（誠）はいう、「死のかたちはまた、生のか
たちの裏返しでもあるのだが、死と向き合い、
〈死のかたち〉を表現することは、身体で、こ
の死に満ちた自然とかかわってゆこうとする、
意志のようなものなのかもしれない」（『静岡
新聞』、1991年）。「天地耕作」の場合、死生
観は、巡礼ともいうべき旅で目覚め、身近な
耕作地のもとで根づいたのだろう。「死生観と
いうものの核心は、〈時間〉というものをどう
理解するかにある」（広井良典、『死生観を問
いなおす』、筑摩書房、2001年）とすれば、
自然の時間を糧とする日々の営みこそ、生と
死が、有でも無でも、はじめでも終わりでも
ないような死生観の母体となるのである。
　こうした死生観は、聖と俗が未分化な農村
に住み、神への奉仕ともいうべき農作業にた
ずさわる彼らに固有のものであるだろうか。
あるいは、切実さや執拗さは異なるとはいえ、
われわれ自身のものでもあるだろうか。マイ
ケル・ライシュは、『日本人の死生観』（加藤
周一、M.ライシュ、R.J.リフトン著、矢島翠
訳、岩波書店、1977年）の終章で、「一般に
日本人の死に対する態度は、感情的には〈宇
宙〉の秩序の、知的には自然の秩序の、あき
らめをもっての受け入れということになる。
その背景は、死と日常生活上との断絶、すな
わち、死の残酷で劇的な非日常性を、強調し
なかった文化である・・・」と述べているが、
死生観が明るみに出るには、いつどこにあっ
ても、生の底知れぬ翳りが必要である。各人
が各様に生き急ぐこの国では、死生観の移り
行きを見定めるどころではなく、それを抱く
こと自体が問われつづけている。
7.
　「天地耕作」の作品を、「制作行為と作品と
を明確に区別しえない美術」、「思考と制作と
を明確に区別できない美術」、「生活と美術と
を明確に区別できない美術」、「芸術家と観客
とを明確に区別できない美術」の実例と捉え
たのは先の石田だが、四つの「区別できない
美術」はまた、プロセス・アート、コンセプ
チュアル・アート、ポップ・アート、パフォー
ミング・アートなど、他のアートも指し示し
ている。共通点はあるものの、欧米の「ラン
ド・アート」でもなければ、川俣流のインス
タレーションでもなく、ユニークというより、
不可思議な「天地耕作」のプロジェクト。「天
地耕作」とは何かという問いは、本稿のテー
マであったが、それはまた、終わりのない無
垢な問いのひとつであり、他の問いを導くこ
とになる。たとえば、「何を制作するか」とい
う問いから、「いかに制作するか」という問い
への移行は、近代の美術家に固有のものだが、
「天地耕作」はこう問い続ける。「なぜ制作す
るのか」、そして、「我々は、どこから来たの
か、何者なのか、どこへ行くのか」、と。この
問いは、原初の美術を求めた画家ゴーギャン
の晩年の大作、「我々はどこから来たか、我々
は何か、我々はどこへ行くか」（1897年）の
タイトルにも孕まれているが、「自分が何であ
るか、何であるべきかを知らされずに存在し
ている」（キルケゴール）人間にとって、それ
らはいずれも、問い続けることに意味がある
ような問い、とはいえないだろうか。あるい
は、デュシャンなら、こうつぶやくかもしれ
ない。「答えのある問いなどない」、と。
［静岡文化芸術大学平成14年度文化政策学部長特別研究］
